
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

        

 

 

 

 

 

特許出願中 

 

 

  

   
 
 
主要資材は、大阪・東京・福岡・鹿児島の工場や拠点から現場に直送します。 

 

プレストレス型地山補強土 PAT7197098 

補強材を緊張した状態で二次グラウト注入 

ジャッキ 



 

 

本工法は、移動土塊が崩壊しないように土塊を内部から引張ることが出来る補強土です（図-1）。補

強材間隔 1.5ｍ以下（補強土工の変形拘束効果が機能する範囲）で施工すると、補強土工の効果が得られます。

岩盤の場合、補強材ピッチ 2.0ｍまでは適用可能です。適用が優れている現場は次の現場です。 

・小型アンカー工の機能が必要な現場（一般の補強土工では対応が困難な深い崩壊） 

・土塊の変形を抑える必要がある現場 

・建設コストを縮減し、100 年を超える長期的な対策効果が必要な現場 

・法面工低減係数μ＝1.0 が必要な現場（補強材の頭部を設計力で緊張出来るため理論上μ＝1.0 です） 

  参考式 μ＝Ｔ0 /Td (NEXCO 要領ｐ50)  Ｔ0：法面工に作用する補強材の引張力 Td：設計引張力 

 

 

 

 補強材先端の固定部に短時間で強度が出るグラウト材（①か②）

を注入します。 

① 35％早強ミルク（10 時間で 30（N/㎟）以上のセメントミルク） 

② 超速硬性モルタル（2時間で 20（N/㎟）以上のモルタル） 

（図-2 参照） 

 固定部の注入材が固結した後に補強材を設計荷重の 1.1 倍の荷

重で緊張し、緊張荷重を掛け続けた状態で、図-1 の灰色の孔内に

グラウト材を注入します※1。固結後は、緊張された補強材が周囲の

グラウト材と一緒になって移動土塊を固定部側に引張ります。 

 

 

 

設計手法は、道路土工指針や NEXC0・地盤工学会の既存指針を適

用し、市販ソフトで、設計計算を行えます。基本的には、補強材は

1.5m 以下の格子状配置ですが、十分な付着力が取れる岩盤の場合

2.0ｍまで適用可能です。補強材の長さはネジ節棒鋼を用いる場合

は最大 8ｍ程度ですが、炭素繊維ケーブルを用いる場合は、20ｍ以

上の施工も可能です。特に下記の現場に有効です。 

 

【特に有効な適用】 

・予想崩壊深さが 3.5ｍを超える場合    ・水道管などがあり工事中の土塊の変形を減らす場合 

・法面工低減係数μ＝1.0 が必要な場合   ・変形を一般の補強土工よりも小さくしたい場合 

 

 

 

 

 

 

 

※1：グラウト材の注入には、スクイズポンプが必要です。リースも可能です。 

概 要 

プレストレス導入法 

設計 

厚い移動土塊 
の場合にも効果的 

工事中の変形を 
減らす場合に効果的 
（補強土工では唯一） 

水道管 

【植生型の図】 

図-1 概要説明 

図-2 注入材の強度 

 



使用部材例（メッキ材も使用可能） 

 長寿ハイブリッド補強土 N型では、植生工を導入する場合は、下記の部材を使用する。モルタル吹付を行

う場合は「長寿命補強土モルタル吹付型」の部材を使用する。 

 

品名 写真 防錆種別 規格・性能 

長寿補強材  

 

エポキシ樹脂紛体塗装品 

D19～D22 
（コンクリート内部では圧

倒的な高い防食性能） 

ネジ節棒鋼 
SD345 D19～D22 
建設技術審査証明 1004 号
（財）土木研究センター 

EP 塗装は土木学会基準適用 

長寿金網 

 

IR 被覆鉄線金網 
被覆層厚さ 400μm 

線径 2.8mm 鉄線径 2.0mm 
網目 50mm W2000～3000 
引張強さ 590～880（N/mm2） 

長寿プレート 

    メッキ+PVB 塗装品 

SS400 

200×200×12 

D19～D25 

 
200×200×12 
19～22 用 

 メッキ HDZ35+PVB 塗装 
 PVB：ポリビニルブチラール 

長寿傘ナット 
 

 

PVB 樹脂紛体塗装品 

 

19～25 用 
ナットと補強材の隙間にはエポ
キシ樹脂硬化剤を塗布しナット
の固定と防錆を行う。 
 

長寿スペーサー 
 

エポキシ樹脂紛体塗装品 

 

JIS G 4401 
削孔径 65mm 用 
EP 塗装は土木学会基準適用 
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塩水噴霧試験結果  二次グラウト時の頭部構造図 

IR 被覆鉄線金網は、10000 時間でも変化がありません。 
他の表面処理では早期の腐食が確認されています。 

二次グラウトに必要な資材（スクイズポンプ・仮受圧板・
ジャッキなど）はリース品を利用できます。 



 

 

「長寿ハイブリッド補強土 N型」を植生工導入する場合の標準的な施工方法は下記の通りです。 

       

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工方法 

-3- 

補強材の位置決定 

削孔 

補強材組み立て 

自穿孔方式を除くほとんどの削孔方式と組み合わせ可能 

頭部処理１ 

長寿金網敷設 頭部処理２ 

補強材頭部の地盤削孔部分に固練りモルタルを充填 

①長寿プレートの背面に均しモルタル打設 

②長寿プレートを長寿補強材位置にセット 

③長寿補強材とネジの内側にエポキシ樹脂硬化剤を塗布 

④長寿傘ナットを長寿補強材にセット 

完成 

注入ホーススペーサーなどの取り付け 

注入材の試験練り 重要 

固定部（一次注入区間）に 
グラウト材注入 

注入材には 35％早強ミルクか超早硬モルタルを

使用する。（超速硬性モルタルも選択可能） 

 

補強材緊張 
＆確認試験 

仮受圧板をセットし、緊張荷重の 1.1 倍で確認試験を実

施する。 

二次注入区間に 
グラウト材を注入 

設計荷重を維持した状態で、グラウト注入する。 

養生 

補強材完成 

必要に応じ植生工実施 

【注意】 
本工法では、短時間で固結するグラウト材を使用
するため、工事前に弊社との工事法の確認が必要
である。 

赤枠は市場単価にプラスして積算 

2～10 時間必要 

241112 

資料の御請求は下記までご連絡ください。 （パンフレット内容は、製品改良のために予告なく変更することがあります。） 

長寿補強土㈱ 住所：鹿児島市皇徳寺台 4-51-7 〒891-0103  
電話：099-275-9234 FAX：099-275-9235 e メール：er-info@bronze.ocn.ne.jp  
メールは、ホームページ https://tyoju.co.jp/の問い合わせ欄からも送付できます。 


